
令和８年度学校評価計画

重点目標 担当 現状 具体的取組 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

自発的な挨拶を継続して推奨す

る。
【生徒調査】

自ら進んで挨拶できていると答えた生徒割合

Ａ：９０％以上である。　Ｂ：８０％以上である。

Ｃ：７０％以上である。　Ｄ：７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改善策

を検討する。
２月に調査する。

授業（実習含む）や部活動などの

日々の教育活動の充実について継

続して取り組む。

【生徒調査】

学校生活が充実していると答えた生徒割合

Ａ ９０％以上である。　Ｂ ８０％以上である。

Ｃ ７０％以上である。　Ｄ ７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改善策

を検討する。
２月に調査する。

交通事故の報告は少ないが、一般

の方から注意を促す連絡がある。

人波作戦などの実施や交通安全に

ついて日常的に指導をしていく。
【生徒調査】

交通ルールを遵守していると答えた生徒割合

A：９５％以上　　　B：９０％以上

C：８０％以上　　　D：８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策

を検討する。
２月に調査する。

昨年度の調査結果では、安心でき

る学校である回答した生徒割合が

６４％であった。

今まで以上に生徒の観察を丁寧に

行い、自己指導能力を身につける

ために、自己肯定感・自己効力感

を高める指導をする。

【生徒調査】

安心できる学校と答えた生徒割合

Ａ：８５％以上　　Ｂ：７５％以上

Ｃ：６５％以上　　Ｄ：６５％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策

を検討する。
２月に調査する。

キャリア教育推進 全教員

高校卒業時の進学や就職だけでは

なく、一人ひとりの社会的・職業

的自立に向けたキャリア教育の推

進が求められている。

授業はもちろん学校教育全体で

キャリア教育を推進するととも

に、職業講話、インターンシップ

等を実施し、職業観を養う行事を

取り入れている。

【生徒調査】

将来の目標に向けて今すべきことが明確になった（明確になってき

た）と答えた生徒割合

Ａ：８０％以上　　Ｂ：６０％以上

Ｃ：５０％以上　　Ｄ：５０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策

を検討する。
２月に調査する。

【進路結果】

志望校への合格、就職内定が実現した生徒割合

Ａ：９０％以上　　Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上　　Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策

を検討する。
年度末に集計する。

【３年生・生徒

調査】

本校の進路指導に対して概ね満足と答えた生徒割合

Ａ：９０％以上　　Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上　　Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策

を検討する。
２月に調査する。

ICTを活用した教育活動の推進
教育研究

全教員

令和８年度入学生よりタブレット

端末が個人購入となった。授業で

のICTの活用をより推進していく

必要がある。

研修や教員間での情報交換を通し

て、授業でのICT活用機会を増やし

ていく。

【教員調査】

教員への、授業でのICT活用調査

A　効果的に活用している

B　ある程度効果的に活用している

C　あまり効果的な活用になっていない

D　活用していない

A、Bの合計が9０％未

満で改善を検討する。
２月に調査する。

意欲的に活動をしている生徒が多

いが、部活動をしない生徒が増え

つつある。

部活動は希望制であるが、コミュ

ニケーション力や目標達成能力の

向上等に繋がり効果が大きい。前

向きな取り組みを促していきた

い。

【部登録生徒調

査】

部活動をして「よかった」又は「充実している」と答えた生徒割合

Ａ ９０％以上である。　Ｂ８０％以上である。

Ｃ ７０％以上である。　Ｄ ７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改善策

を検討する。
２月に調査する。

生徒会行事の多い学校であり、生

徒のより一層の活躍をめざす。

生徒会行事等において、生徒各自

が責任感を持って取り組み、主体

性と協働性が高まるような働きか

けを行う。

【生徒調査】

生徒会行事に積極的に取り組んだと答えた生徒割合

Ａ ９０％以上である。　Ｂ ８０％以上である。

Ｃ ７０％以上である。　Ｄ ７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改善策

を検討する。
２月に調査する。

活気と笑顔のある学校

安心、安全な学校

個に応じた進路指導
近年、進路希望が多様になり、大

学の入試形態も複雑になってい

る。

本人の志望を優先した進路指導を

実施。進学指導では学校推薦型選

抜、総合型選抜、一般選抜すべて

に対応し、就職指導では個別指導

を充実させる。

真面目で落ち着いた学校である

が、より一層、活気のある学校を

めざす。

進路指導

全教員

生徒指導

全教員

全教員

生徒会

全教員
部活動、生徒会活動の活性化

生徒の自己肯定感・自己有用感について、学期ごとに調査して、分析・評価し、改善を行う。

総合的な探究の時間について、セントレアプロジェクト（1年）、3科連携プロジェクト（２年）を行う。次年度に向けて評価し、改善を行う。

学校評価２年計画（令和８～９年度　Ⅰ期）


